
研修成果
発表会

上旬大熊組 A班

・松丸乃南
・黒田悠太
・三戸真幸
・迫田わかな
・梶山和希(Tu)



発表の流れ

•研修での経験

•親・友人等の反応予想の推移

•現地の人々の反応予想の推移

•おまけ

•共有する際の注意点

•研修会を通してのイメージ変化



1日目
オリエンテーション
議論



2日目
試料採取
試料整理
議論



3日目
中間貯蔵施設視察
1F視察
基準値講座



4日目
試料採集
試料整理



5日目
測定
交流



6日目
議論
帰路



親・友人等の反応予想の推移

•その日の体験や知見を親・友人に
共有した際の反応予想の推移

•一日ごとに予想

•自分たちの感想を反映している面も



単純な興味
漠然な不安
遠いもの



帰宅困難地域
の興味と疑問



原発の興味と疑問
復興や除染
の地域差





1日目
漠然としていて、
誰でも思いつけそう

現地の人の反応予想現地の人々の反応
2日目

共感の始まり
4日目

原発にポジティブな
イメージを抱く



5日目
現地の人の実際の反応

今後の大熊町の発展・復興について
の考えや実体験、実状、そして、
とにかくたくさんの人にどんな形で
も大熊のことを伝えてほしいという

思い



例外枠



共有の際の注意点
伝えたいものによって注意すべきことが
変わる

科学的知識なのか
自分の経験なのか



科学的知識を伝えるとき
わかりやすく
まず興味を持ってもらう

相手に合わせて柔軟に伝え方、内容を変える
事実と意見を区別する
伝える側のバイアス思い込みを事実として伝えない

人によって変わる部分とそうでない部分がわかるように
相手の反応を尊重する

※浜通り研究会に参加する！



経験を伝えるとき
 現地の方の声を伝える

いろいろな人に伝えたいと思ってお話してくださった
広めていくべき

 自分たち自身の福島への思い、知った情報を伝える
自分たちが伝える意味
伝えた相手に興味を持ってもらう

 多様な意見を発信する
いろいろな面がある



研修会を通してのイメージ変化
• 復興
元に戻す→１からスタートする、そうせざるを得ない
まだ進んでいない→地域差が非常に大きく一概には言えない

• 放射線
危なそう→身近、適切に扱えば安全→リスクが大きい

• 福島
防護服のイメージが強い 別世界感

→実際に大熊町やほかの市町村をみて親近感
• 帰還困難区域
危険な地、すぐに離れないといけない

→もともと人が住んでた地、気を付ければ入れる



ご清聴ありがとうございました
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